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研究環境整備の方針・計画 

 

せとうち観光専門職短期大学 

 

本学では、教員が専門分野における高度な研究活動を継続的に推進し、その成果を教育活

動へ還元できるよう、教授会を中心として研究環境の整備・維持を図ることを「研究環境の

整備」の基本方針としている。この方針のもと、以下の項目について具体的な取り組みを行

っている。 

 

1. 基本方針と整備計画 

学則（５）研究関係規程に基づき、教員が専門分野における高度な研究活動を展開し、そ

の成果を教育へ還元できるよう環境整備を進めている。各教員の個人研究室の確保、研究に

必要な図書・専門データベースの購入、情報ネットワーク環境の維持管理を計画的に実施し

ている。 

 

2. 運用体制と意思決定 

研究環境整備の方針、年度ごとの個人研究費の配分、外部資金（科研費等）の申請支援、

ならびに学会参加等の研究出張の承認については、「研究関係規程」に基づき運営協議会に

諮るとともに稟議書にて理事長の決裁を取っている。 

  

3. 研究倫理とコンプライアンス 

研究活動の公正性を担保するため、学則および関連規程に基づき研究倫理の遵守徹底を

図るとともに、公的研究費の適切な管理・運用体制を維持している。 

 

4. 点検・改善（PDCA） 

毎年度の予算編成期および年度末において、運営協議会にて研究費の執行状況や研究環

境への要望を点検・協議し、稟議書にて理事長の決済を取り、次年度の予算および環境整備

計画へ反映させる改善サイクルを回している。 

 

 


